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博士号は，多くの国において教育体系の中で得られる
学位のうち最高位のものであり，国際標準教育分類や欧
州資格フレームワークなどにおいても最高位として定義
されている．そのため，博士号の取得は，特定の学術分
野に対して高度な専門性を有することの一つの客観的な
指標となり得るが，一方で，その取得のための要件を満
たすことは容易ではない．課程博士や論文博士など，い
ずれの博士号取得条件においても，論文発表や国際会議
発表などを通して，客観的に重要な成果を学術分野に残
すことが求められる．
それでは，博士号の取得は人生のキャリアパスにおい

てどのような影響を持つのであろうか．特定の資格とは
異なり，博士号はその多様性から，キャリアパスに与え
る影響も多種多様であるように思われる．実際，どのよ
うな学術領域における博士号を志すのか，また人生のど
のタイミングでその取得に注力するのか，そして取得し
た博士号をどのように活用するのかは各個人に委ねられ
ていると言っても過言ではない．博士号を取得した後，
アカデミックな職を求める場合もあれば，民間企業や国
の研究所に勤める場合もあるであろう．また先述のとお
り，博士号の取得のためには，人生のある一定の期間，
特定の学術分野において極めて専門性の高い研究に打ち
込む必要がある．人によっては，大学生として学士・短
期大学士・修士の課程を経て自身の関心を見極めて博士
課程に進むかもしれない．また，社会人経験を経て，改
めて特定の学術領域に対する専門性を高めるために社会
人博士を志している人もいるであろう．このように，極
めて専門性の高い学術領域において特定の期間に深い研
究活動を行う博士の性質上，その取得がキャリアパスに
与える影響は一概に語ることはできず，各個人ごとに多
種多様であると言わざるを得ない．
本小特集は，将来博士号取得を志す中高生・大学学部

生・修士学生・社会人の方々の将来設計の一助として頂
くことを目指し，多様な経歴を持つ博士学位取得者の
方々から御自身や周囲の方々の博士学位取得の体験談・

就職活動・その後のキャリアパスについて御紹介頂いた
ものである．
1 章では，企業の研究所で活躍されている執筆者の体

験と諸先輩へのインタビューを通して，博士号取得者が
企業でどのように活躍されているのか，その事例を紹介
頂く．執筆者御自身が企業に勤められたまま社会人博士
として博士号を取得された際の実体験や，日本国内とは
文化（博士号への認識）が異なる海外研究機関との連携
の体験談などを交えて，克明に解説頂いた．
2 章では，博士課程取得後に国内外の大学・企業を経

験された執筆者の体験談を紹介頂く．大学博士課程にお
ける研究と企業における研究活動文化の違い，研究成果
の学会や社会への還元方法の違い，更に博士学位が実際
に有効に働いた事例など，特に国際的なキャリアパスを
構築する際に大事だと感じられたことについて解説を頂
いた．
3 章では，民間企業にてコンピュータビジョンの研究

に従事されている執筆者から，博士課程における量子ア
ルゴリズムの研究から企業研究職に至るまでの経緯や，
その考え方の変遷を体験談として紹介頂く．専門性の高
い博士課程の研究テーマを追求された先に見いだすこと
のできる多様な研究について，執筆者の内面を言語化し
て頂きながら解説頂いた．
4 章では，当該分野の国立研究開発法人に従事されて

いる執筆者の体験談を紹介頂く．国立研究開発法人にお
ける日々の業務・就職活動体験談，そして入社以降の期
間別に環境の変化や，御自身の航空管制用システムの研
究を解説頂きながら，博士号取得者が持ち得るキャリア
パスの多様性に対する一事例をお示し頂いた．
5 章では，社会課題の解決を目指し日本でも数の少な

い（3 組織）特定国立研究開発法人で活躍されている執
筆者の体験談を通じて，博士課程における研究と就職先
の選定理由，就職活動における苦労や現在の業務におい
て博士学位が役に立つと感じられた場面を紹介頂く．ま
た，実際に執筆者の研究の変遷についても解説頂いた．
最後に，多忙な折，執筆に御尽力頂いた執筆者の皆様

に感謝申し上げます．また，小特集編集チームの皆様に
は執筆候補者の提案・調整や校閲などに御協力頂きまし
た．この場をお借りし，感謝申し上げます．
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